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○本号は副会長であった中漂与茂九郎数回の退嘗詑念弩。杉勇教授も高諾されシュメール・アッシ

リア学特集を企目してきたが岡教授の玉稿がf9｛けず，伊藤幾にいそざ執筆を煩わした。幸い東都学

界からは板禽勝正教授の玉稿をえて巻頭を飾りえたのは望外の光栄，また中原教授には進んで論稿

を寄せられ，ほか諸氏の高論卓説，いずれも本邦古代オリエント学の精華ならぬはなく，また「古

代オリエント研究特集」と銘打つ本格的な編集も本誌をもって本邦最初のものと禽負したい。　○

彙報欄詔載の如く中原教授からは多額の基金が審せられた。感謝の意は本誌の充実にもこめて一路

前進したい。　“路は一つ一真実のそれであり，ほかのはみな路でない。”（ヤスナ721t）その真

笑一路とは学術誌としての本誌の内容充実であるともわれらは雪いだい。本丹は行掛かり上従来の

スタッフで事に当ったが，こんど副会長に織田武雄数授，編集長に羽田鴫教授を迎え，足利会長以

下陣容一段と強化，躍進の気みなぎる本会である。　○しかし本誌も活版印刷となってから離号ま

ですでに4母，毎号足利会長から容易ならぬ助成を仰いできた。会員倍加を要請する編集部の苦衷

ご賢察の上今後ともよろしくお願いしたい。　○本号も印刷はあぼろん祉社主静藤武夫氏を煩わし

たが，面倒な活字の新鋳にも協力され感謝にたえない。
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